
平成３０年度長野県図書館協会定期総会会議録（平成 30 年 6 月 19 日） 

   

１ 開  会 

  嶋崎一幸常務理事・県立長野図書館資料情報課長 

 

２ あいさつ  宮下明彦 会長   

  お忙しい中ご出席いただきありがとうございます。 

最近の図書館を巡る状況について、財務省の公文書隠蔽、改ざん問題がある。この

問題を我々図書館ではどのように捉えたらよいか。一言でいえば国民の知る権利の侵

害ということになる。 

図書館には「図書館の自由に関する宣言」がある。その冒頭に「図書館は、基本的

人権の一つとして知る自由をもつ国民に、資料と施設を提供することを最も重要な任

務とする。」と謳われている。 

  この 6月から開催されている地域連携講座の講師に「長野県史」近現代編の執筆者

の先生をお願いした。その講演の中で、昭和２０年８月に県文書の万を超える冊数が

裾花川河原で一週間にわたり焼却されたという話しがあった。その当時は、長野市も

空襲を受けるなど世情騒然とした中で、あまり話題にはならなかったらしい。 

ところが、昭和４０年代から「長野県政史」や「長野県史」の編纂事業が始まると、

昭和１２年から２０年の間の県庁文書が欠落していることが明らかになり、町村の役

場文書もほとんど資料がなくこれら編纂事業の作業が難渋した。 

  当時の県の仕事は、戦時体制なので国の省庁から丸秘文書が来て、それを市町村に

通知するのが仕事だった。その中で、８月１５日に玉音放送があった直後、国から戦

争に関する書類は全て焼却せよと通知があった。 

その背景には、ポツダム宣言を受諾するにあたり、戦争犯罪人の処罰ということが

あり、それを恐れて戦争に関するものは全て焼却させたという。これは、長野県だけ

でなく全国的で、内務省、陸軍省、海軍省、軍需省等でも行われた。 

  信濃毎日新聞は、生存していた県職員や関係者に取材し、証言に基づき『信州昭和

史の空白』という本を平成５年に出版した。当時の県職員の話として、連隊司令部か

ら戦争に関する文書はすべて焼き捨てるよう指示あったこと。市町村にも通知したこ

となどが載っている。中には、「これだけの大戦争だから、これを明らかにしなけれ

ばいけない時がくるだろう」と考え、焼却することをためらい、自宅に保管していた

方もあった。 

これらの証言が戦時中のことを知る貴重な資料となっているが、昭和 12 年の日中

戦争から太平洋戦争に突き進んでいく戦時中のことが十分に解明されていない点が

多くあるといわれる。 

最近、阿智村に満蒙開拓平和記念館ができて、満蒙開拓団、満蒙開拓青少年義勇



軍のことは解明されつつあるが、昭和 12 年から 20 年の戦時中の多くのことがこれ

らの公文書の焼却により我々の知る権利を奪ってしまっている。 

以上参考に紹介した。 

本日の総会は、平成 29 年度の報告と 30 年度の計画、決算予算等ですが、よろし

く審議をお願いしたい。 

 

３ 総会成立の確認 嶋崎一幸常務理事・県立長野図書館資料情報課長 

総会は、長野県図書館協会会則第 19 条により総会出席資格者の 10 分の 1以上によ

り成立となるが、本日出席者数３０名、委任状提出が５７６名、合計６０６名で、会

員総数６８５名の 10 分の 1を満たし、総会は成立することを報告。 

 

４ 議長選出 

  事務局案として松川村図書館長の棟田聖子様を提案、出席者了承。 

 

５ 議  事 

（１）第１号議案「新役員の承認」荻原事務局長から説明。質疑なく拍手をもって承認。 

（２）第２号議案「平成２９年度事業報告」第３号議案「平成２９年の歳入歳出決算報

告」議長から一括して上程、荻原事務局長から説明。質疑なく拍手をもって承認。 

（３）第４号議案「平成３０年度事業計画（案）」第５号議案「平成３０年度歳入歳出

予算（案）議長から一括して上程、荻原事務局長から説明。質疑なく拍手をもって

承認。 

（４）第６号議案「第６８回長野県図書館大会」荻原事務局長から図書館協会上小支部

で調整した結果、東御市で開催していただけることになった旨説明。質疑なく拍手

をもって承認。 

 

６ 閉会 平賀研也 理事長 

  今日一日お疲れさまでした。 

最近、かつてあった長野県図書館協会の協会報を見る機会があった。１９５０年に

図書館協会が始まって今年で６８年になる。当時の図書館協会はレベルが高く、日本

図書館協会以上のものがありびっくりした。 

６８年が経ちその間、小中学校図書館部会も公共図書館部会も読書推進を柱にして

活動を続けてきた。 

時代が大きく変わり、学校でも公共図書館でも地域のことや教科のことなど、取り

組まなければならない課題が多くある中で、今までと同じような形で図書館協会の活

動を続けていてよいのかを考える時期にきていると思う。 

今、常務理事会や理事会でも議論を始めている。是非、地域の会議でもそのような



ことを議論していただいて、今やっていることを、なぜやっているのかを皆で考える

時期にしたいと思う。その辺の議論を全県に巻き起こしてほしい。 

本日はありがとうございました。 

 

 閉会１４：３０ 


